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研究成果の概要（和文）：歴史的墓地の残るイランのシーラーズ市とイスファハーン市で、墓地や聖者廟を重点
的に調査するとともに、調査の過程で閲覧することのできた個人蔵の「新出」史料および市街図や歴史史料など
を用いて、都市空間構造内の墓地と聖者廟について検討した。その結果、都市域の発展と、墓地および聖者廟と
の立地の間には密接不可分な関連があり、元来は街区や集落の“外”にあった墓地兼聖者廟が、都市化に伴い、
聖者廟のみは居住地の中に残り続ける一方、附設していた一般信徒のための墓地は消失することが明らかとなっ
た。この間の研究成果や得られた新たな知見は、6本の学術論文として発表し、2023年3月開催の国際研究集会で
報告した。

研究成果の概要（英文）：In Shiraz and Isfahan, Iran, where relatively old historical cemeteries 
still remain, I focused my research on and examined cemeteries and mausoleums of saints within the 
urban spatial structure using "new discovered" historical documents in private collections, 
historical city maps and documents. As a result, it became clear that there was an inseparable 
relationship between the development of the urban area and the cemeteries and shrines, and that the 
shrines of the saints, which used to be cemeteries outside of city walls, continued to remain in the
 residential areas as they became urbanized, while the cemeteries attached to them for the general 
public disappeared. The new findings and other related results on shrines, cemeteries and also '
transport of corpses'- specific funeral tradition in Shi'ite societies - were published in the form 
of 6 papers and presented at international workshops in March 2023.

研究分野：西アジア史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
聖者廟（シーア派の場合はイマーム聖廟）に埋葬される「移葬」という独自の“葬送儀礼”をもつシーア派の墓
地や聖者廟について研究することは、国内外を問わず、これまで顧みられることがほとんどなかったきわめて斬
新な研究テーマである。また、本研究は、イスラーム社会のみならず、将来的には世界中の「墓地研究（墓
学）」のパイロットスタディとなることを目指している。この新たな「墓地研究」によって、人々の死生観にま
で迫る分野横断型の研究が新たに誕生することから、学術的な意義はきわめて大きいといえよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

イスラームでは、最後の審判や来世といった人間の「死後」の事象や、葬送儀礼や埋葬作法な
どについては教義上詳細に定められ理解されている一方、「死」や「墓」に関する研究はほとん
ど見られない。とりわけ「不浄」の場である墓については、18 世紀半ばに興ったワッハーブ派
が、個人の墓を参詣することや墓を飾り建物を建てることを、「墓崇敬」や「聖者崇拝」につな
がる「異端行為（ビドア）」として糾弾し、徹底して禁じている。そのため、イスラーム社会の
「墓」に関する研究は、国内外を問わず、概して低調といえる状況にあった。しかしながら、現
実にはイスラーム社会において、「墓」のない場所は存在せず、歴史的には各地に聖人・聖者の
墓廟や一般墓地が形成されてきた。特に、シーア派においては、指導者たるイマームへの思慕が
「聖者崇敬」的要素を併せ持っていたことから、イマーム廟参詣・巡礼が大規模に行われている。
本研究代表者の守川はこれまでこのようなシーア派社会の聖地巡礼について研究を行ってきた
が、その中でも聖地巡礼は生きている者だけが行うのではない、というシーア派独自のあり方に
着目した。すなわち、死者もまた、生きている者とほぼ同様の作法で「巡礼」を果たし、そして
巡礼後はその聖者の墓のそばに埋葬されるのである（これを「移葬」という）。その結果、イマ
ームの墓廟の傍らには広大な墓地の広がる空間が形成される。なかでもシーア派初代イマーム・
アリーの聖廟を擁するイラクのナジャフは、聖廟の北側に隣接するワーディー・アッサラーム墓
地に 500 万人を超える被葬者が眠る世界最大級の墓地となっている。 
なぜこのように墓が巨大化するのか、そこにはシーア派に特有の宗教的理由および「死」に対

するスンナ派とは異なる考え方や死生観があるのではなかろうか、また墓地が形成されるにあ
たって聖廟と墓地のどちらが先なのか、という問いが、本研究を構想するに至った背景である。 
 

２．研究の目的 

本研究は、これまで看過されてきたイスラーム社会の「墓（墓地）」を、都市の空間構造内の
重要な要素とみなすことにより、核となる偉人・聖人・聖者の「聖墓・聖廟」と、その周りに一
般信徒の被葬者が集まり墓地として発展・拡張していく過程や、聖廟と一般墓地との位置関係、
たとえば墓地のメルクマールとなる聖廟に対して、一般墓地は東西南北（あるいはメッカの方角）
のどの方向に広がるのか、都市化に際して聖廟や墓地はどうなるのか、といった点を考察する。
すなわち、本研究は、シーア派社会の「墓」に関しての法解釈に基づく理論的側面と、情報処理
による空間構造的生成・発展過程、および聖者廟や一般墓地の歴史的盛衰の分析・検討を通じて、
墓地と都市との相関関係を捉え直し、ひいては西アジア地域社会やムスリム社会の新たな一面
を提示するものである。同時に、教義教則では推し量ることの不可能な、ムスリムたちの死生観
に迫ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

シーア派イスラーム社会におけるイマーム・聖者・聖人の墓廟（聖廟）と一般信徒の墓地の形
成および発展過程を、以下の 2 つのアプローチによって明らかにする。ひとつは、シーア派法学
者のアラビア語の著作や法学書に見られる理論的側面からの検討であり、もうひとつは、比較的
古くからの墓地の残るイランの 3 つの都市（シーラーズ、イスファハーン、タブリーズ）を対象
とした一般墓地およびその中の墓石・墓碑の実地調査と墓地に関する歴史史料分析による網羅
的なデータ収集（主に被葬者の没年と墓地内での位置）と GIS（地理空間情報システム）による
データ分析という実態面から考察する。これらを組み合わせることにより、シーア派社会の「墓」
を網羅的に解明することが可能となる。 
 
４．研究成果 

5 年間にわたる研究期間において、後半の 3 年間は新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延
により現地調査を遂行できず、また総まとめと位置づけていた国際研究集会「Cemeteries, 
Mausoleum and Shrines in Islamic Societies（イスラーム社会の墓地と聖者廟）」を開催する
ことができなかったため、個々の墓石や墓碑の実地調査や史料調査、イラン以外の他地域や他都
市との比較検討を行うことがかなわなかった。それゆえ、本研究が当初の目的のすべてを達成し
完結したとは言い難い。しかしながら、イランのシーラーズとイスファハーンで歴史的な公共
（一般）墓地や聖者廟を重点的に調査し、この調査の過程で「新出」資料にめぐりあうことがで
きたため、今後の研究の指標となる基礎的データや「墓地研究」の新たな方向性を見出すに至っ
た。ここでは上記の 2 つの都市の聖者廟と墓地に関して得られた成果に絞って紹介する。「イス
ラーム社会の墓地研究」そのものが日本国内はもとより、国外でも新機軸となる研究分野である
ために、以下の新たな知見はいずれも、国際的なインパクトはきわめて大きく、今後、国際学会
（2023 年 8 月開催の ECIS10 など）や国際的な学術雑誌で発表していく予定である。 
（1）シーラーズ墓地・聖者廟調査と「新出」史料 
イランのファールス州の州都であるシーラーズでは、17～18 世紀にさかのぼることの可能な

ダール・アッサラーム墓地、20 世紀初頭に造成されたダール・ラフマ墓地などの公共墓地のほ



か、シャー・チェラーグ廟（被葬者はシーア派第 8 代
イマーム・レザーの兄弟アフマドで、9 世紀初頭にこ
の地で殉教）、ハーフェズ廟（イランを代表する 14 世
紀の詩人）、サアディ―廟（13 世紀のイランの著名な
詩人）、イブラーヒーム廟、ビービー・ドホタラーン（娘
さんたち）廟（13～14 世紀のイル・ハン朝期に建造）、
スィーブーエ廟（8 世紀の学者）、シャイフ・ルーズベ
ハーン・バクリー廟（1209 年没のスーフィー聖者）な
どの“聖者廟”を重点的に調査した。また、シーラー
ズでは、調査の過程で、個人蔵の未公刊資料 Daftar-i 

Raport-i Ghassal-khana-yi Shiraz（シーラーズ死亡埋葬台
帳）を閲覧する機会を得、同台帳に記載される 1920年
代の 1 年間の約 1000 名の死亡者の名前・年齢・性別・
居住街区・墓地（埋葬地）・死亡診断医・葬儀場所等に
ついて、データベース化と数量分析を行った（図１参照：同図はシーラーズの公共墓地ごとの被
葬者の割合を示したものである。当該年に死去したシーラーズ住民のうち半数はダール・アッサ
ラーム墓地に埋葬されている）。上述のシーラーズ市内の聖者廟は、古いものほど聖者廟と街区
の名称とが一致しており、おおむね街区ごとに聖者廟を擁している。歴史的にイスラーム社会で
は、聖者廟が一般墓地の機能も果たしていることから、個々の聖者廟および墓地と、街区の出身
者の割合を算出したところ、約半数の住民はシーラーズの当時の都市域外（市壁外）のダール・
アッサラーム墓地に埋葬されているが、一方で街区内にある著名な聖者廟に埋葬されるケース
が多くみられるなど、街区と聖者廟と墓地の相関関係が明らかとなるきわめて興味深いデータ
を得ることができた。この「新出」史料とその考察結果については、今後、さらに検討を進めて
いく予定である。 
（2）イスファハーンの都市空間と墓地と聖者廟 

17 世紀にサファヴィー朝の首都となったイスファハーンは、古都であるがゆえに文献史料も
多く残されている。イスファハーンでは、タフテ・フーラード墓地や、ザーヤンデルード川の南
岸にあるアルメニア人墓地を集中的に調査した。また、1924 年に作成されたイスファハーン市
街図や、1890 年に収税吏のミールザー・フサイン・ハーンによって著されたペルシア語の『イ
スファハーン地誌』を主要史料として、それらの史資料に見える墓地や聖者廟について掘り下げ
て検討した。まず、『イスファハーン地誌』にて言及のある 23 の墓地の説明を訳出し、その分析
結果とあわせて、拙稿「イスファハーンの歴史的墓地にみる都市と墓地の空間構造」新学術領域
研究『都市文明の本質―古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究４』2022 年、205-
216 頁）にまとめた。ここで明らかになったことは、墓地の立地においては、市壁や市門の中か
外のどちらにあるかが重視される点である。いみじくもフランス人旅行者のシャルダンは、17 世
紀中葉のイスファハーンについて、市壁内の墓地は 12 であるが、「ペルシアでは、墓地はほとん
ど町の外にあるということに注目しなければならない」と述べているのと同様である。 

このイスファハーンの 19 世紀の墓地の情報をもとに、
墓地と聖者廟との位置関係を問い直すべく、1924 年のイス
ファハーン市街図を詳細に分析した。その過程で、同市街
図をマッピングし、凡例に基づいて色分けしたところ（図
２参照）、イスファハーンの市街地構造が可視化され、墓地
は町の東・北・西側にあり、川に近い南側にはないこと、
および比較的広大な墓地は市街地の端（市門のそば）に位
置していることが明らかとなった（なお、この市街図にみ
える墓地はいずれも、20 世紀後半の都市化・宅地化の過程
で消失した）。次に、聖者廟の立地を同市街図で確認する
と、“由緒ある”聖者廟ほど市街地の中に墓地を有している
ことや、聖者廟がイスファハーンの金曜モスクからほぼ同
心円状の距離に位置していることが明らかとなった。これ
らの検討結果については、拙稿「イスファハーンの聖者廟
―1924 年市街図の「イマームザーデ」の分析を中心に」（新学術領域研究『都市文明の本質―古
代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究５』、2023 年、201-222 頁）に結実させること
ができた。 
これらの実地調査と歴史史料との照合の結果、都市域の発展と墓地および聖者廟との間には

密接不可分な関連があることが確認され、都市空間構造上、1）一般墓地は都市の市壁の外側に
造成される、2）住民は街区内、もしくは街区に近い方角の市壁の外に位置する墓地に埋葬され
る、3）聖者廟はかつての墓地の跡地を示し、ひいては市壁の位置を示す、4）聖者廟は街区の墓
地として機能し、また移葬の際の遺体の仮置きの場ともなる、5）都市の拡大や発展とともに聖
者廟が都市の中に取り込まれると、附設の墓地は消失するも聖者廟は残りつづける、といった点
が明らかとなった。 
以上のような研究成果を踏まえ、今後は、他都市やシーア派以外の他地域との比較検討を行い、

イスラーム社会における「墓地研究（墓学）」の確立を目指していきたい。 

図 1 1925 年のシーラーズの死亡者埋葬地 

図 2 1924 年イスファハーン市街図 

＊墓地は薄紫色 
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